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研究報告
円山地区における自然環境の変化とその中核的象徴
菊地 達夫 小室 晴陽
北翔大学短期大学部こども学科 北翔大学生涯学習システム学部芸術メディア学科
抄 録
本研究では，円山地区における自然環境の変化に着目しながら，中核的事象となる自然的事
象の存在を確認し，その存在の影響について検討を加えようとするものである。
信仰の対象であった円山に隣接する形で，札幌神社（後の北海道神宮）の立地があり，それ
をきっかけに緑地保全する方向にすすんだ。そこには，神道における自然崇拝の影響があり，
聖域でありながら同時に開放性（公共性）を有していたことも関係する。自然崇拝の影響は，
神社山の所有（北海道神宮）と円山の八十八観音像の安置で強固となった。その結果，円山と
北海道神宮（神社山を含む）が，中核的事象として確立したものと考えられる。最終的には，
北海道神宮風致地区の指定をもって，緑地保全の対象を確定させた。
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 ．は じ め に
昨年度の調査研究では，円山地区の地名「円山」の呼
称について，不動産物件（マンション名・アパート名
等）における先行調査結果を手がかりに地理的範囲を検
討した。その結果，地下鉄東西線「円山公園」駅を中心
とした半径１～２が地名「円山」の地理的範囲として
位置付けることができた。具体的には，北側は，国道５
号線を越え，JR函館本線までの間付近，南側は，円山
の南端にあたる南９条付近，東西は西側が，地下鉄東西
線「西２８丁目」駅付近，東側が，地下鉄東西線「西１８丁
目」駅付近が境界線となっている。一方で，この範囲の
拡大の可能性は，限界があることも指摘した。その理由
として，南，西は，宮の森，旭ヶ丘，伏見といった有力
な地名が定着していること，北，東は，JR函館本線や
大通公園といった有力な地理的事象があることを指摘し
た。
円山地区における不動産物件の広告には，「閑静な」，
「緑豊かな」といったキャッチコピーが並び，他地域と
は異なる地理的空間を創出している。こうしたキャッチ
コピーは，単なる営業戦略として創り上げられたイメー
ジとは異なるものが，存在しているような気がしてなら
ない。その存在とは何か，それを探ることを本年度の調
査研究の課題とした。
本稿では，円山地区における自然環境の変化に着目し
ながら，中核的象徴となる自然的事象の存在を確認し，
その存在の影響について検討を加えとするものである。
これらに関係する先行研究は，円山地区を含む自然環
境の変化や特色，またそれに伴う都市化の過程として，
市史をはじめ一般書や専門書で明らかにされてきた。他
方，現在の地域イメージ（円山地区）の創出に影響を与
えたものは何かといった視点で，これらの研究成果を活
用しつつ検討したものは少ない。
具体的には，地図資料を手がかりに，円山地区（周辺
を含む）における土地利用の変化を確認し，その過程か
ら，自然環境についてどのようなことを指摘できるか，
検討する。続いて，市内の大学生（国立大学法人と４年
制私立大学）における円山地区の自然環境に関するアン
ケート調査結果を用いて，中核的象徴の存在とその理由
について，検討する。以上の結果及び先行研究の成果を
交え，神道や仏教における自然崇拝をはじめとする日本
的宗教・信仰の視点より，地域イメージに与えた影響に
迫る。
筆者の一人菊地は，円山地区の地域イメージの影響に
おいて，自然環境の緑地保全や面積の大小といったこと
以上に，日本的宗教・信仰の影響が強くあったものと推
測する。
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．自然環境と土地利用の変化
１．円山地区における自然地理的概観
円山地区及び周辺域は，円山，神社山，荒井山，大倉
山，藻岩山，三角山といった大小様々な山が存在する。
これらの多くは，火山噴火によって生じた類似的な地形
である。山麓，山頂には，安山岩を中心とした火山堆積
物の様子を確認することができる。円山の場合，山頂付
近で安山岩が露出しているので，火山によるマグマが冷
却した痕跡と考えられている１）。
それら山間を琴似川，円山川，界川が流れ，河川作用
によって堆積した扇状地を形成した。とくに，円山扇状
地は，琴似川と円山川による合流扇状地である２）。ま
た，円山や藻岩山の山麓部には，豊平川の河川作用に
よって堆積した札幌扇状地も広がっている。円山付近
は，新旧の扇状地の接点となり，先に形成した円山扇状
地の東端部を，後に形成した札幌扇状地が側方侵食した
ものと考えられている。円山扇状地の礫をみると，形が
あまり丸くない。これは，河川作用（円山川・琴似川）
の移動距離が短く，礫があまり削られなかったことが原
因である。よって，この礫の形状の違いから，扇状地の
境界地であると判断できる３）。
以上から，円山付近は，新旧の扇状地の接点となる地
域的特色を有するものの，隣接地と比較して，特異な自
然環境があるとまで認められない。
２．土地利用の変化
ここでは，２万５千分の１地形図「札幌」の土地利用
の様子を読み取り，それらをまとめた経年的な変化とし
て，どのようなことがわかるか述べる。土地利用の様子
は，円山を起点とした周辺域に絞る。各時期は，戦前の
様子として，大正７年版の地形図，五輪直前の様子とし
て，昭和４３年版の地形図，五輪直後の様子として，昭和
５２年版の地形図，現在の様子として，平成１８年版の地形
図を用いる。
１）大正７年の土地利用
円山付近は，住宅は疎らで，北部に果樹園を中心とし
た農業的土地利用がみられる。それ以外は，樹林に覆わ
れている。他方，南部の界川，南西部の瀧澤，西部の十
二件澤には，都心部と結ぶ道路が続いている。また，ラ
ンドマークとなる円山公園，札幌神社，円山温泉，山鼻
温泉の様子を確認できる。さらに，円山には，山頂まで
の登山道も確認できる。
２）昭和４３年の土地利用
円山付近は，東部は住宅街となり，南部の双子山，旭
ヶ丘，界川，南西部の円山西町，北部の宮ケ丘，西部の
宮の森にも，住宅の様子を確認できる。また，円山公
図１ 大正７年版２万５千分の１「札幌」の一部
（国土地理院発行／以下同じ）
図２ 昭和４３年版２万５千分の１「札幌」の一部
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園，北海道神宮（旧札幌神社）の他に，総合運動場，動
物園，スキー場（荒井山），大倉山ジャンプ台を確認で
きる。その他には，郵便局（双子山・宮ケ丘），病院
（双子山・円山西町），学校（宮の森・旭ヶ丘）といっ
た地域住民が利用する施設も整備されている。一方で，
農業的土地利用は姿を消した。
３）昭和５２年の土地利用
円山付近は，さらに住宅が増加となった。とくに，界
川，円山西町，宮の森の奥地（標高の高い場所）への住
宅の進出を確認できる。それに伴い，郵便局の立地もみ
られる。また，旭山記念公園，宮の森ジャンプ台も整備
された。
４）平成１８年の土地利用
円山付近は，奥地となる界川２・３丁目，円山西町３
・５・６丁目，宮の森２条１６・１７丁目まで，住宅街を形
成した。これらは，地形的に，琴似川，円山川，界川と
いった河川域（扇状地）にあたる。円山には，西側ルー
ト（動物園裏ルート）からも登山道が整備されている。
５）小括
円山を起点とした周辺域の土地利用の様子について，
宅地化の進展，大型施設の立地（自然環境の改変）を中
心に確認した。経年的な変化として，以下のようなこと
を指摘できる。
都心部から円山の東側にかけて，１９６０年代までに都市
的土地利用が整備された。それ以降，円山の南部をはじ
めとして，南西部・北部・西部でも，宅地化がすすん
だ。その広がりは，河川域（琴似川・円山川・界川）の
中流部から上流部にかけてすすみ，人口増加に伴い，公
共サービス施設の立地も増えた。他方，札幌冬季五輪の
前後を中心に，スポーツ施設（総合運動場，ジャンプ
台，スキー場）の立地もみられた。その過程では，動物
園の立地も生じた。
自然環境の様子は，北海道神宮と円山公園の緑地が，
早くから整備したことで，円山との一体感を形成してい
る。また，スポーツ施設，動物園といった広大な敷地を
必要とするものが隣接地に立地したことで，住宅地の拡
散を抑え，狭域的（河川域）な広がりにつながった。そ
のスポーツ施設や動物園も，天然芝や動植物の存在に
よって，自然環境の豊かさのイメージに貢献している。
北海道神宮の所有する神社山の存在も大きい。その周辺
・山麓部は，宅地化されたものの，山林域は，比較的手
つかずである。
以上から，円山，円山公園・北海道神宮，神社山を結
ぶ三角形の微高地帯が，緑地空間として一体となり，そ
の内側をスポーツ施設と動物園が占めた。結果として，
これら緑地空間が，円山地区の良好な自然環境のイメー
ジに大きな役割を果たしている。
図３ 昭和５２年版２万５千分の１「札幌」の一部
図４ 平成１８年版２万５千分の１「札幌」の一部
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．中核的象徴（自然環境）の存在
１．アンケートの概要と対象者の来訪の様子
本章では，円山地区の中核的象徴（自然環境）の存在
を，学生アンケート調査をもとに明らかにする。アン
ケート項目として，現在の居住地（居住年数），円山地
区の来訪回数（約１年以内），主な来訪目的，最後に，
円山地区における自然環境として，とくに印象深いと思
われるものを選び，その理由についても記してもらっ
た。なお，予め設定した事象は，円山，北海道神宮（図
６・７），円山公園（図８・９），円山動物園，大倉山・
宮の森ジャンプ台，円山陸上競技場，その他とした。
現住地に１０年以上居住している者が，最も多く占め
た。来訪回数（約１年以内）は，２～４回が最も多く，
それに来訪なしが続く。主な来訪目的は，観光・余暇活
動が，最も多くを占めた。アンケートは，２０１４年１月に
実施した。
１０年以上の居住歴の者は，市内の自宅通学者が中心と
判断できる。よって，札幌市の土地勘は，ある程度あろ
う。一方，札幌市における５年未満の居住歴の者は，進
学を機会に札幌市へ居住を始めた自宅外通学者が多いと
判断できる。回答の最も多いものは，来訪回数２～４
回，主な来訪目的，観光・余暇活動であった。このこと
から，季節に応じた来訪と考えられる。例えば，花見
（桜），初詣といった機会を想定できる。図５ 自然的事象と宅地化の過程と位置（模式図）
注）実線は自然的事象，点線は公共施設等（人工的緑地空間）
の立地
一点鎖線は住宅地。は戦前期の形成 は戦後期の形成。
図６ 北海道神宮の祭神・例祭・由緒の解説版
（２０１４年撮影／以下同じ）
図８ 円山公園内の樹林の様子
図７ 北海道神宮の社殿に続く桜並木の様子 図９ 円山川（円山公園付近）の様子
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２．中核的象徴の存在
続いて，円山地区における自然環境として，印象深い
と思うものを選択した結果を示す。円山動物園が最も多
く，北海道神宮，円山公園と続いた。記した理由とし
て，訪れた経験があることを強調している。円山動物園
の場合，過去に遠足などで訪れたことがある他，最近の
動物園ブームによって足を運んだ事例も多い。とくに，
動植物の様子が，自然環境の印象を高めたものと考えら
れる。北海道神宮の場合，圧倒的に初詣の来訪を挙げて
いる。その際，境内や隣接する円山公園の樹林地をみ
て，自然環境の印象を強めたという意見があった。円山
公園の場合，散歩・散策に加え，花見を挙げる人も少な
くなかった。いずれも，訪問した際，自然環境の豊かさ
を実感したことが大きい。市外の人の場合，訪れた経験
はないものの，初詣や花見といった様子を報道でみて，
自然環境の豊かさを感じたという意見もあった。その
他，円山球場，テニスコート，商業施設（例：円山クラ
ス）などが，印象深いものとして挙がった。
一方で，自然物である円山は，自然環境の印象深さに
与えた役割は少ない。理由として，円山を登山した経験
が少なく，直接の体感がなかったことが影響したものと
考えられる。
以上から，円山地区の自然環境の印象深さを規定して
いるものは，実際に訪れ，その様子を認識・体感したも
のであることがわかった。学生アンケートの結果から，
中核的事象となるものは，円山動物園，北海道神宮，円
山公園であった。これらの事象は，開放制（公共性）に
優れている点で共通性があり，自然環境の印象を深めた
ものの１つになった。
．中核的象徴の確立と影響
最後に，中核的象徴の確立に向けて，どのような影響
が働いたのか，検討する。札幌神社（北海道神宮）の建
設までの流れ（表１）は，以下のように示されてい
る４）。
円山は，明治期以前からアイヌ民族によって，信仰の
対象になっていた。島開拓判官（図１４）は，銭函方面か
ら内陸部に入り，円山付近の高台から，札幌本府を建設
する場所を決定した。その後，札幌神社の仮本殿の場所
は，１８７１年，円山の地に決まった。その場所は，三方
（東部＝円山，南部＝神社山，西部＝荒井山）山に囲ま
れていたことが，有力な選定条件になっている。さら
に，本府の場所から，円山地区は，直線距離において，
山林域に最も近い場所でもあった。
札幌神社の場所は，地理的空間において，「鎮守の
森」の様相を呈しており，自然崇拝の場として適地だっ
た。他方，札幌神社の建設時，明治政府は，国家神道体
制を構築すべく，動いていた。
札幌神社の外苑（円山）にあたる森林は，１９７３年に官
林（現国有林）として保護している。１８８０年，札幌神社
の隣接地に養樹園（図１５）が立地し，後に円山公園（１９０７
年設計）として整備した。また，１８９７年，札幌神社は，
後方の山（神社山）を所有した。１９１４年，円山の登山道
を整備し，同時に八十八観音像（石仏）を安置した。円
図１０ 現住地の居住歴（横軸：人）
資料）学生アンケート調査結果
図１１ 円山地区の過去１年以内の来訪回数（横軸：人）
資料）学生アンケート調査結果
図１２ 円山地区の主な来訪目的（横軸：人）
資料）学生アンケート調査結果
図１３ 円山地区における自然環境として印象深いもの（横軸：人）
資料）学生アンケート調査結果（複数回答可）
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山原始林は，１９２１年に藻岩山原始林とともに，天然記念
物に指定された。さらに，１９３９年，円山，北海道神宮，
円山公園などを含む広大な地域を「北海道神宮風致地
区」注１）に指定している。その範囲内に，１９３４年，札幌市
運動競技場（陸上競技場，屋外スケート場，野球場），１９５１
年，円山動物園が，順次，整備された。
以上から，もともとの信仰の対象であった円山に隣接
する形で，札幌神社（後の北海道神宮）の立地があり，
それをきっかけに緑地保全する方向にすすんだと考えら
れる。そこには，神道における自然崇拝の影響があり，
聖域でありながら同時に開放性（公共性）が有していた
ことも関係している。自然崇拝の影響は，神社山の所有
（札幌神社）と円山の八十八観音像の安置で強固になっ
た。これ以降，緑地保全を強化し，北海道神宮風致地区
の指定をもって，その範囲をほぼ確定させた。
円山地区は，緑地保全の広大さゆえに自然環境の印象
を高めたことは確かであろう。一方で，円山（信仰の対
象）の存在，北海道神宮の立地がなく，河川，丘陵，樹
林といった自然的事象のみであれば，緑地空間の保全が
表１ 円山地区における緑地空間の変遷と関連事項
図１６ 円山地区における中核的事象（自然環境）の形成過程
注）矢印は時間軸
図１４ 島義勇開拓判官の銅像の様子
図１５ 養樹園（円山公園前の利用）の名残のヨーロッパクロマツ
円山地区における自然環境の変化とその中核的象徴
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実現したか疑わしい。周辺域をみれば，藻岩山・荒井山
はスキー場（ジャンプ台），大倉山はジャンプ台，三角
山はジャンプ台・採石場といった山林利用に変わった。
結局，緑地空間の保全に強い影響を与えたものは，日本
的宗教観（神道）であったものと考えられる。その中核
的象徴として，円山と北海道神宮（神社山を含む）は，
位置付けられるだろう。それら地理的空間が，他地域と
の差別化を生み，地域イメージを確定させたものと考え
られる。
付 記
本研究活動では，平成２４年度北方圏学術情報センター
研究費（創造拠点）及び平成２５年度札幌市大学提案型共
同研究事業研究費の一部を使用した。
本報告は，平成２５年度札幌市大学提案型共同研究事業
報告書に提出した内容に，若干の修正を行ったものであ
る。
「札幌市大学提案型共同研究事業：創造都市さっぽろ
のシンボルエリア創出に向けた円山地区のブランド化の
ための調査・研究（北翔大学・北海道大学研究グルー
プ）」の研究メンバーは，筆者らの他，北海道大学観光
学高等研究センター准教授内田純一，北翔大学教育文化
学部（生涯学習システム学部）教授林享，教授村松幹
男，教授岡元眞理子，教授鈴木しおり，准教授冨田玲
子，生涯スポーツ学部教授水野信太郎，民間からオフィ
スひびき代表首藤博恵，KITABA取締役東村有三の
計１１名で構成している。
注
注１）「風致地区」とは，都市計画法に規定されているも
ので，都市の風致，自然的環境の骨格をなす山並
み，丘陵，河川及び市街地に残る緑地を中心とした
緑豊かな環境を守り育てるために定めた地区。昭和
１４年に１４地区２９００haを指定，現在は１２地区約３６００ha
を指定。種別として，第１種から第４種まである。
北海道神宮地区は，８８０haを指定し，主な関係行政
区域等は，中央区双子山，円山西町，宮ケ丘，宮の
森，円山，西区山の手，小別沢など。
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